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Made in Japan

●バーゴ TF スタンドは、バーゴ TF2 を利用して簡易型の自転車整備スタンドにするための三脚式台座スタンドです。バーゴ TF1
　および TF3 では使用できません。
●ボトムブラケットを締め付けるなど強い荷重がかかる重作業は TF スタンド上では行なわず、必ず自転車を床に下ろした状態で
　実施してください。TF スタンドはあくまでも軽い調整作業用のスタンドです。
●前輪を取り外した前フォークをつかむスタイルでのみ使用できます。後輪側では使えません。
●ボトムブラケットをバーゴTF2のエンドベース上に載せる形で自転車を保持します。もしその部分に電動シフターのバッテリー
など他の部品がある場合には、使用できない場合があります。
●通常のホイールベースを持ったスポーツ用２輪自転車専用です。ホイールベースの長いタンデム車やロングテール車、また車
　重の重いダウンヒルバイクや電動アシスト車などでは、搭載バランスや強度の点で適していません。
●自転車保持台となるバーゴ TF2 を水平に回転させることで左右いずれの側にも簡単にアクセスすることができるという点を利
　用して洗車スタンドとしても用いることができますが、一部には水に濡れると錆びてしまう鉄製の部品が使われています。
　洗車の後にはできるだけ早いうちに水気を切り、しっかりと乾燥させておいてください。
●前のめりになって転倒しないよう、搭載ベースとなるバーゴ TF2 は必ず三脚のいずれかの脚の真上にセットした状態で使用し
　てください。
●不意の脱落を防止するため、付属のベルクロバンドを使って車体をバーゴ TF2 に縛り付けた状態で使用してください。

＜自転車搭載状態の例＞

製品保証期間：１年間

保証内容の詳細については添付の
「製品保証規定」カードをお読み
ください。
また最新の情報については弊社
ウェブサイト（www.minoura.jp）
をご参照ください。



各部の名称

バーゴ TF スタンドの準備
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1

!

支柱

ベルクロバンド

板ナット

ノブボルト（小）

四角ナット

ベースアダプタ

支柱アダプタノブボルト（大）

ノブボルト（大）

四角ナット

三脚

脚キャップ

キャップボルトM6x20

お持ちのバーゴ TF2 に、TF スタンドを装着するための
ベースアダプタとベルクロバンドを取り付けます。

TF2 のエンドベース裏側の白いノブ
ボルトを緩め、エンドベースをレー
ルから抜き取ります。

エンドベース

ノブボルト

ベースアダプタ

!
向きに注意。
孔の大きい側からボルトを挿入する。

板ナット

2

3

4

5

板ナットをベースレールの下側の溝の中に入れます。

板ナットをレール端からおよそ 20cmくらいのところまで
動かしてから、そこにベースアダプタをM6x20 ボルトで
ねじ込んで固定します。

アダプタには裏表の別があります。
丸い穴が大きい方がボルトを挿入
する側です。
キャップボルトはアダプタの中に
完全に隠れます。

ベルクロバンドのガイドを同じくレールの溝の中に通して取り付けます。
固定はされません。

エンドベースを取り付け直します。
ノブボルトを指先で押して板ナットを浮かせた状態でレールに挿入すると
やりやすいです。必ず最後までいっぱいに挿入してください。
白いノブボルトをしっかりと締めて固定します。

!
TF2 の前フォーク受けは動移動してもらわ
なければならない場合もあります。

!
TF2 を単独で使う際にもベースアダプタは取り外しません。
付けっぱなしでも問題ありません。

必要な工具：　5ミリ六角レンチ

（図 A)

（図 B)

（図 C)

以下の説明は、右図にあるような名称で行ないます。

補修部品が必要な場合もこれらの名称で指示してください。
（ノブボルト（大）と四角ナットはそれぞれ同じものです）

ベルクロバンドガイド

ベースレール
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5 三脚の脚をすべていっぱいに開いて床の上に
置きます。
三脚付け根部のノブボルト（大）を緩めれば、
支柱は上下に動かせます。適当な高さにして
おいてください。

!
支柱上端にある支柱アダプタのノブボルトはここでは
緩めないでください。アダプタが下がってきてしまい
ます。
もし下がってしまった場合は、アダプタの上端を支柱
上端に揃えて固定しておいてください。

6

7

8

ベースアダプタのノブボルト（小）を緩めておきます。
緩めすぎると四角ナットが外れて落ちてきてしまい
ますので注意してください。

ベースアダプタのボルトを挿入した部分の凸部が、
支柱アダプタの凹んでいる部分に入るように向き
を合わせて差し込みます。

TF2 を上から押し付けてガタつきを
なくした状態でノブボルト（小）を
締め込みます。
これで結合が完了しました。

!
TF2 を水平に回転させるのは、まずベース
アダプタと支柱アダプタとの結合が完全に
終わったのを確認してからにしてください。
ノブボルト（小）を締め付けないままでノブ
ボルト（大）を緩めると、支柱アダプタが
落下してしまいます。

!

支柱アダプタのノブボルト（大）を少し緩めて TF2 を水平
回転させ、3本のいずれかの脚の真上に TF2 が来る位置に
なったら（図 F）、ノブボルトを締め付けて保持してください。

8

水平で平坦な床の上に設置してお使いください。
傾斜した床面で使用すると不意に転倒する恐れが
あります。

（図D)

（図 E)

（図 F)

ノブボルト小と大とは反対側になる
ようにすると扱いやすいです。
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バーゴ TF スタンドに自転車を載せる

1

2

3

TF2 の前フォーク受けのひとつを
90度向きを変えます。
一般的には、図 Gでは右側のものを
使います。左側のものは邪魔になら
ないよう位置をずらすだけです。

前フォーク受け上部にある赤い大型
ノブを緩めてクイックの向きを変え
ます（図H）。

90度向きを変えたところでコツン
と孔に入って位置決めされる場所
があります。その位置でノブを締
めます。

!
孔の凹凸が合わないところで
無理にノブを締めて使わない
でください。

ボトムブラケットを TF2 のエンドベースに載せます。
片手で車体を支えながら、もう一方の手で前フォーク
受けをスライドさせ、前フォークをクイックのシャフ
ト上に載せます。

赤いノブを少し緩めて、前フォーク
受けがレール上をスライドできるよ
うにしておきます。
クイックレリーズのレバーも開いて
おきます。

4

5

6

7

クイックレリーズのレバーを倒して
前フォークを固定します。

TF2 のクイックはカム比の大きい
タイプなので、基本的にナットを
調整する必要はなく、レバー操作
だけで固定・取り外しできます。

!
クイックをしっかりと締め込め
ない場合は、必ずナットを調整
して正しく固定してください。

前フォーク受けの赤いノブをしっかりと
締めて位置を固定します。

最後にベルクロバンドをダウンチューブに回して
車体をしっかりと TF2 に固定しておきます。
以上で自転車の装着は完了です。

（図G)

（図 H)

（図 I)

!
前フォークを保持しない方の前フォーク受けは、
クランクを回した時に当たってしまわない邪魔に
ならない位置にずらしておきます。

!
ベルクロバンドを使わないと車体は単にエンド
ベースの上に乗っているだけなので不安定です。
安全に整備作業が行なえるように必ずベルクロ
バンドを使用してください。



自転車のバランスについて

後輪が装着された状態での自転車は
かなり後ろ重心となっています。
そのためベースアダプタはボトム
ブラケットを載せるエンドベースから
およそ 20cmという、かなり端に寄った
位置に装着していますが、ここまで下げ
てこないとバランスが取れないのです。

後輪も取り外した状態の自転車を搭載す
る場合は、もっと前寄りでも構いません。
その際はベースアダプタは２つの前
フォーク受けの間に位置することになる
こともあります。
適宜調整してください。

!
自転車のバランスを考慮しない偏荷重な状態で
搭載することは、ベースアダプタにかなり強い
負担をかけることになります。
アダプタは軟らかいアルミでできていますので、
長くお使いいただくためにも、できるだけ負担
をかけないようにしてお使いください。

（図 J)

不使用時の収納について

折りたたんだ三脚の下側ノブボルト（大）にベース
アダプタをはめ込む形で一体にすると、コンパクト
に収納できて、持ち運びにも便利です。

ここにベースアダプタをはめ込む

（図 K)

＜後輪の付いた状態で搭載した例＞


